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は じめに

2000 年 8 月ド旬~1îより宗-~:IIJJt 束 111麓付近で発qえする

保毘波地震の活動が目。:ち始め， 10月

月と非常に活発な時があり， 11月には 2001日以，;tr，を数え
た， 2001年に入り活動は抵調であったが 4よj・5-Hにか

け丙度活発な時期とむった.これは，現在のようはテレメ

タ観視Ijが始まってからはじめての活発な活動である.富士

川観測所においても観測所設立当初jより微小地震観却を開

始しており，富士山の低周波地震は催認されていたが，今

回のような活発な活動は確認されていなかった「地震地殻

変動観測センタへ 2000)，出~I二 111J，'fj.i21 'てi主火山噴火予知
研究推進センターが5点で微小地震観測を行なっている

が句地殻変動観測は行なわれてL、ない.地震師究所以外に

も数々の観測点が宿士山岳に設fi'i:されているが，今1]11の

はi也殻変動観測点は配置されていない，そこ

でわれわれは震掛域近傍にも GPS観測点を設置し，宮土

山の地殻変動を把握するために観測を出始した=観測点は

恒LU也理|誌の観測点配置および既設微小地震観測点の位置

を考慮して選定した司 観測点は富 LLlJ観測点

士ヶ儲観測点小室観測点の 3点である

(函 O. 小室観測点は 9月初旬噌 1mの2点は 4月下旬

置1.事を行い，観測を開始している.

ここでは， 3観測点 った設計工事の概要を述べる"

富士山観測点太陽電池モジュール架台設置

百士山観測点においては商用電源が無いため，太陽電池
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モジュールとバッテリーによる電力供給が必要となる.そ

こで今国は将来尚Hl電j泌が人るとの見通しの中，簡単・

・耐久性・将来撤収があるとのそれぞれの条件を満たす

架台設置を試みた

太陽電池モジュールは昭和シェル石油株式会社・ GT133

(1218 x 335 x を4枚使用した(昭和シx.)レ人架台に住

用した資材は，下市「現場等で足場用として使用されている

単管パイブ rnrn). 1'1在クランプ(図の・直交クラン

プ(図的で，他に角パイプ・ 3ドルトナットなどである.こ

れらは全てホームセンターなどで入子することができる.

今回使用した半管パイプは，太陽電地モジュールの幅から

長さ 2mの物を控JIJしたが 1mから 6rnの長さまで市販

されている.1出i絡は 2mの物で 400円粁度である.パイプ

同士を接続するにはクランプを笹山する(各 150IIJ程度).

これにはil'l:交クランプ (90度で同定されてL、る)と自在ク

ランプとがあり，

ランプを使用

イブと横ノfイプとの は直交ク

太陽ノfネ/しを載せる基礎ノfイブ接続には

角度調整が可能なれ在クランプを使用する(凶4).クラン

プのボルト締め付けには 171llmのうチェットレンチがあ

れば良いが甘い、場合は 17mrnのスパナあるいはモン

キースパナ‘でも良い.組み立てはパイプ向上をクランプで

していくだけなのでF簡単に短時間でできる.H馬の縦

パイプと横パイプをi白:交クランプでそれぞれ接続同定して

いるのでガタっきは牧じず，グランブのボルト

高さ・幅の調整が白イ五にできるので詳細の設計図をづiく必

要はなく，必要部品の数を確認する程度のイラストで十分

である.

今回は，風圧に耐え強度を増すため，火山噴火予知研究

推進センターが設置した既存の太陽電池モジュール架台

(Lアングル製)に抱かせる方法を取った.養生クランプを

加工し，既存の Lアングルにボルトで固定し，単管パイプ

架台を接続した.今回使用した単管ノfイプは将米商用電源

が入る見通しがあるので仮設的な設置であり，再利用も考

え，長さ 2mの物を切断せずにそのまま使用した.前部の

縦パイプは 3mの物を 1mと1.5mに切断して使用し，他
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の 13本は 2mの上ii管パイプを使用した.クランプは
クランプ 10倒，日在グランプ 4倒，養生クランプ 4j凶使JIJ

した(図 5). 今回設置し

クランプ 3，000円相，角ノfイブ3

jレトなどを合めても 15，000円梓で設問:でーきる.ノは，既

存の架台に接続して設問したため風に対しての補強ば余り

考えず 2本の縦別パイプを 30cm握埋設しただけである

が，単管ノすイブ用の間定ベース.パイプ杭も市販されてお

り，簡易セメントなどを併用すればより一層の補強も容易

にできる.

GPSアンテ

今回使用したアンテナは Ashtech Choke Ring An晶

tenna (アシュテックチョークリングアンテナ)で，アン

テナ架台は池上5mのコンクリート柱と f国的，すでに他

の場所で使用しているアルミ製Cチャンネルを使jりした

(平山ほか匂 1998).富t山額融点においてはコンク 1)ート
柱栄台の設問工事が終了するまでと (9月初旬)，校行観測

の開 CチャンネJlノ架台 6段組みとし，

)jJの太陽電池モジュール架f?にボルトで同定した(凶

9月初白jにコンクリート柱架台工事が終 fし， コンクリー

ト住架145?にアンテナを移設した a また，受信状態の向上を

るためアンテナ設置場所より 20m何万を借地し植林

しである杉を技採し， ‘連の設置作業が終了した(密 8).

一方富士ヶ嶺観測点においては，同様に Cチャンネル東台

を6段組として使用したが，底i話国定には市販アンカーボ

ルトを用い固定した 9，小室観測点においてはコ

ンクリート柱架台及び太閤電池モジューJ["設前工事 f図6

参照)が9月初旬に終了G.アンテナも設問した(同l1i

-パッテリ

GPS受信機は Ashtech(アシュデック)GPS受

(l¥!Iicro-Z CGRS)‘富士山観測点・小室観測点において

は‘通信部は電話回線が使用できないためすでに他観測点

で使用し，実績のある投市電話をi吏用した通信方法を採用

した(平rnほか 1999人各機材は，古上L11観測点においては
屋外に設置することやバッテリーの重量があるため，丈夫

な収納ボックスに収納し，また蟻や虫の侵入を防ぐために

丈夫なビニールで包開した〔関小室観測点において

は，太路電池モジュール設部工事の際収納ボックスを設置

した(関 13).百十:ヶ嶺観測点においては商用電源.NTT 

M線を引き込み{史用できる状態、であるので，オムロンモデ
ムを使用して通信している.機材一式はタグボックスに収

納し，出用されていない倉庫の一部を借用して設置した

(凶 14).

ま と め

今回は，富 hlJ観測点に太陽電池モジュールの架台

置することが主な課題であった.架台用に選択し

イブー直交・自クランプを使用すれば，簡単に設問でき

ることが立証された.半前に資材等を調悲しておけ

間で観測体制に人ることができ，簡易架台としてでなく開

としても十分耐えることができる.また今川は，事

けなど多少の加工を行い，組みてI.ては現地で行っ

ホームセンタ一等で太鶴電池モジューJvを以り付け

るネジ等を工夫し選択すれば，加工せずに現地で組み立て

が日J能である.今lu!はl:p.管ノfイプ径48mmの物を使用し

たがさらに軽量な 38mmパイプも市販されており，現場

まで車で搬入できない場合は釘効であろう受信機・通信

ボックスは，今後小さな虫なと、の侵入を防き簡単

に間関できる方法を考慮する必要がある.
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図 2. 自主Eクランブ宮 市管パイプ

図 4. クランプの使用方法
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国1. GPS観測点配置図..は地
震研究所観測点， φは国土地理院観
測点.

図 3. 直交クランツr

図 5. 太陽電池モジュール4枚設置左図面j面より，右悶:後方より.
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図 6. 小室観測点における GPSγ ンテナ.太陽
電池モジュー)[.，架台関I尻市!.:山観測点において
はアンテ+架台のみ.

図 7. Cチャンネル架台に設置した GPSアンテナ
図 8. 富士山観測点完成.右側の太陽電池モジュールが
GPS観測用，後方が地上5mのアンテナ架台.
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図弘 富 i:ヶ嶺観測点

図 12. 富 1:山観測点受信機，パッデリー，隣帯電話.

国10. 富士ヶ級矧iRUJ!XGPSアンテナ

図 13. 小室観測点 上段受信機， ト干支ノ〈、ソデリー.

図 14. 富士ヶ嶺観測点受信機，モデム.

図 11. 小室観測点




